
アンケート結果について
令和３年３月２日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人　杉の子会　杉の子保育園　　
ご意見ご要望
保護者より： 友達とのトラブル時、小さな怪我なら先生方責任を感じ過ぎないようにして下さい。

いつも子どもを大事にしてくれているのは承知しています。
園より：     温かい言葉感謝致します。身のこなしや人間関係等、発達の途上にある為どうしてもト

ラブルや怪我が起こってしまいます。設問14でＢ、Ｃ回答の方もいる事を鑑み、改め
て人的物的両面の環境見直して参ります。
事故対応等でご意見がありましたらお申し出頂けると有難いです。
平素からご理解頂きまして、心より感謝致します。

保護者より： 毎日展示してくれている写真（保育園での様子が分かる写真)の販売もお願いします。
園より：　　 保育の様子が伝わり嬉しく思います。ご希望がある方は担任に直接お申し出下さい。  

 
保護者より： 担任外の先生も子どもの性格を掴んでくれていて、遊びの様子を知らせてくれた事に

とても驚きました。どの先生も子どもを可愛がってくれいつも笑顔で迎えてくれま
す。

園より： 　　杉の子はチーム保育を目指しています。些細な事でも情報提供をする機会を持ち、ク
ラス会議、リーダー会議、サブリーダー会議等小さな会議を重ねて連携を心掛けてい
ます。お気づきの点がありましたら、お気軽に職員にお申し出下さい。

保護者より： 卒園が近づき不安になってきました。杉の子保育園と他園との違いに戸惑いを感じて
います。

園より：   　私立、公立、子ども園、幼稚園等ではやはり園の雰囲気、取り組み内容や職員の対応
等、それぞれ個性があります。卒園転園時にはまずは何度も園見学をしたり、その園
の職員と話してみたりする事をお勧めします。気になる事がありましたら職員にお知
らせ下さい。

保護者より： 先生達が園児を指導しながら一緒に楽しんでいる様子が微笑ましいです。
園より：   　時には子どもと同じ目線で楽しく保育を行っています。、若い職員は溌溂と

ベテラン職員は落ち着きをもって保育に取り組んでいます。

保護者より： 先生達の元気な挨拶にこちらもパワーを貰っています。
園より：  　 ありがとうございます。私達も皆さんから笑顔と元気を頂いています。

子ども達のパワーを日々実感しています。

保護者より： 子育て相談をするとどの先生も一緒になって考え、アドバイスをもらい、感謝して
います。

園より：　　 子育てについて心配な事、気になる事、聞いてみたい事などお気軽にご相談下さい。



保護者より： コロナ禍で大変だと思いますが、日々の保育に加え、消毒等の配慮、そして様々な
行事の取り組みの工夫（ＤＶＤ配布、臨時プリント配布等）努力して下さり、今ま
で以上に見せて頂いていると思います。他の園では聞かない事なので嬉しく思いま
す。

園より：     温かい言葉感謝致します。
昨年度からコロナ感染症対策や密を避けた行事の見直し、保育園での保育をお伝え
する方法等、手探りではありますが取り組んでおります。
設問３，４にＢ、Ｃ回答の方もおり、より一層の活動内容周知や工夫を重ねていか
なければと身の引き締まる思いです。
今現在、日々職員が行っている事をお知らせします。（一部）
① 手に触れる場所の除菌消毒(各種スイッチ、体温計、リモコン、ドアノブ、手すり、
階段、机、椅子、電話、ハンドソープや消毒薬のポンプなど）

② 使用した玩具をその都度消毒
③ 活動や食事時の飛沫防止シールド設置及び消毒
④ 職員は園児と一緒に食事を摂らない
⑤ 毎朝園児、保護者の健康チェック
⑥ 園児職員の１日２回以上の検温
⑦ 職員マスク１日２回以上交換
⑧ こまめな手洗いうがい
⑨ 職員の手指アルコール消毒励行
⑩ 職員の遠出自粛や外出先記録提出など。出来うる限りの感染症対策を講じなが
ら、皆さんに子育ての楽しさや悩みを共有出来ます様、より一層努力して参りま
す。

他にも色々なご意見や温かいお褒めの言葉もたくさん頂きました。有難う御座いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アンケートにすべての方がご回答、提出頂きました。
今年のアンケートでは、新たに私たちが日々意識して取り組んでいる感染症・コロナ対策について
の項目や、子育てや保育園情報提供についての項目を設けました。
アンケート結果・園評価
９３．６％の方が“Ａのそう思う・よく知っている”と“Bのどちらかというと思う・少し知っている
“という回答を頂きました。
しかし６．４％の方が“Cの知らなかった・そう思わない”という回答でした。設問によって２名無
記入の方もおりました。理由として、判断に迷われた設問だったり、対応への不満等があったのだ
ろうと予想します。コロナ禍の中で保育という営みをお伝えする難しさや、保育園の取り組みを見
える化する事の課題が見えたと感じております。
現状に満足せず、研鑽を重ねて参ります。
お忙しい中、ご回答頂きましてありがとうございました。
これからもよろしくお願い致します。


